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【研究の概要】 

１．ワンチップマイコンを用いたデータ収集システムを用い、主に人体の運動計測を行っている。生

体情報（心拍数や体温など）・運動情報（加速度や角速度）を評価することにより運動技能の評価や

労働負担の評価を行うことができる。センサを生体に装着して測定を行うために小型で計量である

だけでなく運動を阻害しないことが要求される。そこで、無線（Bluetooth 等）を使って、データを PC

へ転送し評価を行っている。 

 例として、100m 走の選手にセンサを装着し、そのデータを併走する小型のビークルがデータ収集

を行うシステムを開発した。ビークルはトラックの白線と走者を検出しながら最高速度３０Km で走行

することができた。他の例として、やり投げのやりの中に１５０ｇのセンサ＆マイコン＆無線転送シス

テムを組み込み、加速度、角速度の計測を行った。やりの特性を損なうことがない

よう小型軽量な表面実装電子回路を製作している。 

２．環境情報収集ユビキタスセンサシステムの開発を行っている。太陽電池や水力

をエネルギー源とし、環境情報（気温、気圧、日照量など）を測定することができ

る。測定データは各測定ポイント（数 100ｍ間隔）をワイヤレスネットワークで結合し

広範囲な測定空間を実現している。 

 例として、太陽電池の日照状態、バッテリーの充電状態などを計測することも可

能であるため、インターネットを通じた遠隔地でのモニタリングが可能となってい

る。現在、和歌山県周参見町に計測ポイントを設け、大阪からモニタできるシステ

ムの稼働をすすめている。他のエネルギー源として、風力や水力についても実現

可能性について検討を進めている。 

【研究の特長・従来技術との比較】 

１．従来の運動計測システムでは、測定できる運動が限られて

いたが、本研究のように小型化・軽量化・省電力化されたことで

対象となる運動の測定空間や時間に制限が無くなり、リアルタ

イムでの分析が可能となっている。 

 特に、無線化による効果は大きく空中での動作姿勢などの教

科も可能となっている。 

２．ユビキタスセンサシステムの提案はあるものの、具体的に実

証し効果を得ているものは少ない。特に自然エネルギーの計測

と利用を対象としているため今後の発展が期待できると考えて

いる 

【研究の状況】 
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【課題、今後の方向性】 

１．生体センサとし開発されているものは大きく可搬性に乏しいが、

対測定象を設定しセンサそのものを開発していることで小型化が容

易であることが特徴であるが、逆に小型化するためのセンサシステ

ムの開発に時間を要することが問題点であると考えている。 

２．太陽光、水力、風力を融合させたエネルギー源を利用する 

３．森林資源（木質ペレット）の開発と利用 

【用途・効果】 

１．空中での計測が可能となったことから、やり投げ以外にも、棒高跳びなどの競技への利用を考えている。 

２．リアルタイムで分析できることから、ラグビーやアメリカンフットボールなどのフィールド競技での疲労の程度などを分析できることか

ら、コーチングデータとしての利用が考えられる。 

３．リハビリの効果を評価することにも利用でき、福祉機器への搭載も考えられる 
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